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高等学校普通教科 「情報」の実践上の問題と

その解決に関する研究

西 端 律 子 足 利 裕 人

【要 旨】

本論文では、高等学校普通教科 「情報」について、既に5年 間の実践を行っている鳥取県立青谷高等学校の担当

教員に調査を行った。その結果、実習教材や実践例の不足、情報交換の場の不足、ハー ドウェアやネットワークな

どの環境整備、中学校 との連携、評価の観点に実践上の問題を感 じ、解決を図っていることがわかった。よって、.

自治体、地元企業などと連携 し、設備更新を頻繁に行うことができるようにすること、中学校との合同開催も含め、

研修会、講習など教員同士が情報交換をすることができる場をより多 く設定すること、授業内容、教材、実践例、

評価方法などについては、Webペ ージなどで公開しやすいシステムを開発することを提案する。

1.問 題の背景

平成15年 度 より高等学校普通教科 「情報」(以 下、教科 「情報」)が は じまった。「情報活用の実践力」

「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」の3つ の観点を具体的な目標 として掲げ、初等中等教

育における情報教育の最終段階 として高度情報化社会に対応で きる社会人を育成するものである。

学習指導要領では 「指導計画の作成 と内容の取扱 い」において、中学校での学習の程度をふまえること、

他教科との連携をはかること、実習 を重視すること、学習環境 を整備すること、情報モ ラルを育成するこ

とを指導における配慮事項 とし、教科 「情報」 を特徴づけている。 ・

さて、平成10年 の教育課程審議会答 申が発表 されてから、新教科の実施に備え、情報担当の教員が育成

され、指導方法、教材、評価方法など実践に向けた知見が蓄積 されつつある。例えば、鳥居 ら(2000)は 、

「指導 に必要 な最小限の」 ソフ トウェア、ハー ドウ土ア、学習環境 を挙げるとともに、校内施設の使用 と

調整、校内予算編成など、準備段階の重要性 について指摘 している。また、延味 ら(2002)ら は、各学期

での配当時間を設定 し、ソフ トウェアを利用 した具体的な授業案を提案 している。

さらに、都道府県の教育センターや教科書の出版社、教科 「情報」担当の教員、大学の研 究者 などが、

Web上 で教科 「情報」 に関する情報提供 を行 っている。例 えば、授業案、実習指導資料を閲覧 した り、実

際 に教材をダウンロー ドしたりで きるページだけではな く、 メーリングリス トや掲示板 システムで、相互

の情報交換 を行 うページ も提供 されている。

一方
、情報環境は整備 されるが人的配慮 はほ とん どないため、教科 「情報」の教員は慢性的過労 を覚悟

しなければならない、という指摘 もある(大 岩2001)。

このように、平成15年 度 から各地で実践が行 われている教科 「情報」であるが、初年度が終わ り、どの

ような問題点があ り、今後 どのように改善 されるべ きであろうか。

本稿では、情報教育の流 れを概観する とともに、先駆的事例 として平成ll年 度 よ り教科、「情報」の授業

を行っている鳥取県立青谷高等学校 を一つのモデル として取 り上げる。担当教員に調査 を行い、教科 「情

報」の実践上の問題 とその解決について まとめることにより、平成15年 度よ り行 われている全国の実践の

『つの指標 としたい
。

2.情 報教育実践の概観

情報教育は、古 くはコンピュータ利用教育 と言われ、1980年 代 後半よ り先駆的に一部の教員や研 究者に
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よって、 コンピュータを教室 に持ち込んで実践が行われてきた。 自作教材を使 ったり、乱数や変数入力 によ

るシミュレーション機能を利用 したりしなが ら、新 しい 「教 え方」「学 び方」の可能性を追求 していた。 こ

のコンピュータ利用教育は、各教科内容の理解 に道具 として用いる方法で、古 くは映画、OHP、 学 校放送

番組に代表される視聴覚教育の流れを受けている。

1990年 代 に新 しい道具と してのコンピュー タが着 目され、平成元年の指導要領改訂 に伴 い、中学校技

術 ・家庭科の選択 領域 と して 「情報基礎」がは じめて盛 り込 まれた。「コンピュー タの操作等の実践的 な

学習活動を通 して、コンピュータの社会的な役割 と、基本的な操作や ソフ トウェアの機能について理解 さ

せ、情報を適切に処理 して日常生活や社会生活において活用する基礎的な能力を養うこと」を主な目標 と

していた。 しか し、当時出版 された教科書の内容分析か らは 「コ ンピュー タについての理解力重視」 と

「コンピュータを扱 う技能重視」 に二分 されることが指摘 され、一般教養 としての情報教育や各教科での

積極的な利用の必要性が論 じられた。当時はまだ、情報教育は他の教科教育 と異な り、伝統的な知識伝達

だけではな く、問題解決に必要な基礎基本 を学ぶ ことである、という考え方 も定着 してお らず、その基礎

である現実社会において も、 まだ情報の持つ意味、情報技術による生活などが一般化 されておらず、情報

社会が未成熟だったか らであると推測 される。

しか し、2000年 代 に入 り情報教育は一変する。 インターネッ ト、携帯電話などの普及により、現実社会

において情報が我々の生活に大 きく影響を与えだ したか らである。それは平成12年11月 の 「高度情報通信

ネッ トワーク社会形成基本法」(「IT基 本法」の成立 にも見受 けられる。 ここでは 「全ての国民が、高度情

報通信 ネットワークを容易かつ主体的 に利用できる機会を有 し、その利用の機会を通 じて個 々の能力を創

造的かつ最:大限に発揮することが可能 とな り、 もっとITの 恵沢 をあまね く享受で きる社会を実現すること

を理念 とする」 とうたっている。一方、教育に対する考え方 も変わって きた。自ら学び自ら考える 「生 き

る力」の育成 を目標 とした 「総合的な学習の時間∫が設置され、各学校が創意工夫を生かした学習活動 を

積極的 に展開 している。総合的な学習の時間を利用す ることによって、体験活動や問題解決をベースに し

たデジタル社会の リテラシー(能 力)を 育成で きる可'能性 もあることが示唆 されている。

このような状況 において、現実杜会での問題解決 に即 した形で、問題発見、問題解決のための計画立案、

実施の手続 き、実施、分析、評価、改善、発表 ・報告 などの学習活動が実施で きるように、各種の情報 ・

通信手段、表現手段 を利用可能な環境 を整備 し、そのための基礎的な能力 を育成することが必要である。

高等学校普通教科 「情報」では、初等 ・中等教育 における情報教育 の最:終段階 として、「情報活用の実践

力」「情報の科学的な理解」「情報社会 に参画する態度」を育成することとなる。具体的には、図1の 位置

づけ となる。
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3.目 的 と方法

31目 的

教科 「情報」実践上の問題 とその解決策について整理する。

3.2方 法

調査対象 鳥取県立青谷高等学校(以 下、青谷高校)の 情報担 当教員2名(以 下、教諭A、 教諭B)を

対 象 とす るD。 教諭Aは 、教員歴6年 、情報科、工業化学科、理科担当である。教諭Bは 、教員歴2年 、情

報科及 び数学科担当である。

青谷高校 は平成11年 度 より 「学校の情報化」 を特色 とした総合学科 に改編 され、70台 のコンピュータと

2台 のテ レビ会議 システムを備 えた 「コミュニケーシ ョンルーム(図2)」 が設置 された。また、「情報教

育 を教育活動のあ らゆる場面に導入 し、学校を挙けて取 り組む」 ことを確認 し、情報教育のパイロ ノトス

クールとして、ネ ノトワークを活用 した教育のi青報化を進めている。

全国に先駆けて、平成11年 度 より普通教科 「i青報」を実施 している。平成II年 度か ら13年 度の問に、

情報A,B,Cす べ ての科目を行い、平成14年 度、15年 度 は新教育課程における 「1青報C」 の見本本教科書 を

用いた実践を行った。

また、授業の半分を実習 とし(図3)、 地 域の郷土館や商工会のWebペ ー シの作成や、外部の専門家

(元劇団員〉を招いてプレセンテーションの基礎 としての発声練習など特色ある授業が行われている。 ま

た、数学、商業、物理、工業などの教員 と組み、各 々の得意分野 を生か したテ ィーム ・テ ィーチングを行

っている。

図2鳥 取県立青谷高等学校 「コミュニケーションルーム」

図3グ ループての実習の様子
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表1調 査項目

問1 現在教科 「情報」を担当されている先生方が教科 「情報」の免許を取得 され、授業を担

当す るようになったきっかけは何である場合が多いとお考えですか。(学校の指示、自発

的な取得など)

問2 授業を行 う上で工夫 されていることにはどのようなことが挙げられますか。また、その

工夫点を考える上で参考にされたものがあれば、それは何ですか。

問3 教科 「情報」の担当の先生方授業を行 う上で困難に感 じていることにはどのよ うなこと

が挙げられるとお考えですか。

問4 問3で 挙げられた困難な点を克服するために活用 しているものにはどのようなものがあ

るとお考えですか。(指 導書、CD-ROM、Webサ イ トなど)

問5 問4で 挙げられたものの中で最 も役に立つ、または頼 りになるものは何であるとお考え

ですか。

問6 教科 「情報」担当の先生方が持っ負担にはどのようなものがあるとお考えですか。

問7 問6で 挙げ られた負担を軽減するために利用 しているもの、行 っている対策があれば、

それにはどのようなものがありますか。

問8 教科 「情報担当の先生方が情報交換できる場にはどのようなものがあ りますか。また、

そこで提供 した り得 られた りず る情報にはどのようなものがあるとお考えですか。

問9 今後、大学の教職課程を経て教科 「情報ゴを担当す る先生が学校に入ってきますが、そ

れによって現在の授業や学校の状況と変わる点があるとすれば、 どのようなものである

とお考えですか。

以上、創意工夫の見 られる5年 間の実践の軌跡 より、対象校 は教科 「情報」の先駆的事例 として適切で

あると考 える。

調査時期 平成15年ll月10日

調 査方法 事前に表1に 示す調査項 目を担当教員 に提示 した。当日は、回答用紙 をもとに、 さらに口頭

にて90分 程度の回答を行った。教員の発言はICレ コーダで記録 し、プロ トコルを起こ し、分

析対象 とした。

4.結 果

調査 における教諭 らの発言を対象にプロ トコル分析 を行い、以下の8つ のカテゴリーを得 た。

(A)免 許取得、情報科担当のいき'さつ

(B)他 校 での実践や教員の考え方

(C)ハ ー ドウェア、ネ ットワークの整備

(D)研 修 、講習会

(E)中 学 校 との連携

(F)テ ィーム ・ティーチ ング

(G)授 業 内容、教材及び実践例

(H)評 価
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これ らのカテゴリーの中で、実践上の問題やその解決 に関する発言 をカテゴリー別に抜粋する と以下の

ようになる。なお、5年 間の実践 の中で工夫 し、解決 したことについては○ を、現在 も問題 となってお り

解決をはかっていることについては、●をつける。

(A)免 許 取得、情報科担当のい きさつ

○ 「興味 を持 っている教員が自発 的に免許を取得 し、授業をお こなうようになった。」

(B)他 校 での実践や教員の考 え方

● 「新科目ができた割には盛 り上が らない。いずれ消えるん じゃないかと思う人が多いのかもしれない。

先生のやる気がの らない。」

(C)ハ ー ドウェア、ネッ トワークの整備

○ 「生徒のデー タをフロッピーで管理するのではなくサーバで管理するようになって楽になった。」

● 「ネ ットワークの設定、アプ リケーションのインス トールが大変。一台一台や らないといけない。」

● 「生徒1人 一台のパ ソコン環境がない と(授 業が)や りにく・い。」

(D)研 修 、講習会

● 「短期の研修 について県がサポー トして くれた らいいなあとは思 う。」

● 「実践例の報告会みたいなのを県レベルでやるのは難 しい。」

● 「研修会 とかは 『情報』に限ったものは少ないですね。」

● 「他県との関わ りも特 にない。」

● 「情報交換 できる場はほ とんどない。」

● 「県の講習を受けた先生 どうしのメーリングリス トがある くらい。一時期動いていたが活発でない。」

● 「情報交換 できる場があ ったらいいかは、内容による。研究発 表とかだと即戦力にならない。具体的

にどう使 えるのかがわか りに くい。 こうい う実践 をしたよ、ってい うものがあるといい。」

(E)中 学校 との連携

● 「ス ター ト時の学力差 をうめることが難 しい。」

(F)テ ィーム ・ティーチ ング

○ 「SEさ んが週2時 間の授 業の うち1時 間だけ来て くれる ところもある。」

○ 「1年 に1回 社会人講師を招いた り、3年 になった ら大学教授の授業があ ります。情報社会に関する

態度についてとかをや ります。」

(G)授 業 内容、教材及び実践例

○ 「生徒の体験活動を重視 している。」

○ 「インターネ ットの仕組み とか理解 しに くいものについて も、まずは実際に使わせてから解説 します。」

○ 「教科書 に書いてあることでも、実際 に作業 をやらせ るように しています。」

● 「操作中心ではな くて、リテラシーや情報科学に重点を置いた授業 になってほ しい。実際に社会に出

てから活かせるようなものに。」

● 「作業 と講義の切 り替 えが非常 に難 しい。」

● 「実習 になにをしようとす るのがいいか考 えるのが一番大変。」

○ 「実践例が少ない。」

● 「補助教材が少 ない。生徒 を惹 きつける教材が。」

● 「ネ タ帳みたい ものが ほしい。指導案みたいな もの もふ くめてこういうことをやったら(生 徒は)こ

ういう反応だった、みたいなものをまとめたもの。」
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(H)評 価

○ 「生徒作品の評価 も複数の教員で行 うようにしてい ます。偏 りがで きないように。」

○ 「生徒同士の評価をさせ るように している。」

● 「プレゼンや作品の評価の観点が難 しい。」

● 「他(の 教科)に 比べて定期考査の作問は(参 考 にできる)例 が少 ない。」

これ らの回答をまとめると、実践上の問題やその解決 について、担当の教員 らは以下のように考えてい

ることがわかる。

・授業内容や評価の観点については、実践 を重ね工夫 をしているものの、 さらなる課題がある。

・実際に使 える実習教材や参考にで きる実践例が不足 している。

・教員同士の情報交換の場が不足 している。

・ハー ドウェアやネッ トワークなどの環境 については、設備更新である程度問題 を解決できるが、 さ

らに使いやすいシステムが必要である。

・中学校 との連携が必要である。

・ティーム ・テ ィーチング、SE、 外部人材 など工夫 して授業 に取 り入れるようになった。

5.ま とめと今後の課題

本論文では、高等学校普通教科 「情報」 について、すでに5年 の実践 を重ねたモデル校の担当教員に調

査 を行い、実践上の問題 とその解決を洗い出 した。その結果、実習教材、実践例の不足、情報交換 の場の

不足、ハー ドウェアやネッ トワークなどの環境整備、中学校 との連携 、評価の観点に実践上の問題 を感 じ、

解決 を図ろうとしていることがわかった。

前述 したとお り、教科 「情報」に関するWebペ ー ジが開設 され、情報公開 されているにも関わ らず、実

際に担当する教員 は 「実践例が少 ない」 と考 えている。今後、本当に教員が必要であると思っている情報

や実践例 を提供で きているのか どうかを検証する必 要があるであろう。

また、竹中(2004)は 、平成13年 度 、平成14年 度 に比較 し、平成15年 度に新 しく公開された教科 「情報」

の授業を支援するWebペ ー ジが少な くなって きていると指摘 する。本来なら実践例が増えるのに伴 い、公

開 されるWebペ ー ジも増 えるはずだが実際は頭打 ちになっている状況 について もさらに分析する必要があ

る。実際に授業実践 をしなが ら、 さらにWebペ ー ジなどにまとめた り、その情報 を更新 した りする手間が

さらなる教員の負担を生み、敬遠 されている可能性があるか らである。

最後にこれらの問題を解決するため、

(1)自 治 体、地元企業、地元大学な どと連携 し、設備更新 を頻繁に行 うことがで きるようにすること

(2>研 修 会、講習など教員同士が情報交換をす ることがで きる場 をより多 く設定すること。近隣の中

学校 との合同 も考 えられる。

(3)授 業 内容、教材、実践例、評価方法などについては、絶対的に情報が不足 しているため、Webペ ー

ジなどで公開しやすいシステムを開発すること

などの支援策を提案する。

今後は、 さらに多 くの、先駆的に実践 を行 っている高等学校を対象に調査 を行い、教科 「情報」 の実践

上の問題 とその解決策を明らかに し、類型化する必要がある。

本研究 にあた り、貴重な時間を割いてインタビューに応 じて くださった鳥取県立青谷高等学校の先生方、

研究の機会を与えて くださった電気通信大学の岡本敏雄先生、鳥取大学の山岸正明先生、調査実施 とデー

タ整理に協力 した竹中喜一氏に記 して謝する。 ・
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<注>

1)第 二著者の足利は、調査当時、鳥取県立教育センターに所属 してお り、平成16年4月 より鳥取県立青谷高等学

校に着任したため、調査対象ではない。
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AStudyofPractiealProblemsintheTe劉cllingofaHigh

SchoolCommonSubject四lnfbrmationTe¢h取010gy鱒

紐ndTheirSolution

NISHIBATARitsuko ASHIKAGAHiroto

Inthispaper,weexaminevariouspracticalproblems.associatedwiththeteachingofahighschool
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Schoolwhichhasalreadytaughtthesu切ectfbrfiveyears.

Asaresult,the.f6Howingfiveproblemsonpracticearerevealed。

(1)shortageofteachingmaterialsandexamplesofpractice

(2)豆ackofcommunityamongteachers

(3)maintenanceofthehafdwareandnetwork,othermachlnery,etc.

(4)collaborationwithajuniorhighschoo1

(5)viewpointsof.evaluation

Weproposethe食)liowingthreepoints.

G)Closercooperationwithlocalgovemlentand1㏄alcompany,more丘equentゆdatingof

equlpment・

(2)Mgrecollaborationwithteadhingstaff,includingthoseinjunior.highschooltoshareideasabout

practices,teachingmateria豆s,andsoon.

(3)Developmenεofaneffbctlvesysεemεoshareco猷enεs,practices,teachingmaterials,andthe

evaluationmethod.
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